
第 163 回学長定例記者会見  発表事項 1   

 

令和６年１月２９日 

 

能登半島地震における本学の主な対応について 

 

 

能登半島地震で被災された方にお見舞い申し上げます。一日も早い復旧に向

け、本学もできうる限りの支援を行う所存です。 

令和６年１月１日以降、広島大学が対応した内容を下記のとおり報告いたし

ます。（詳細は、大学ＨＰをご覧ください。） 

 

記 

 

１．学長を本部長とする「災害対策本部」の設置  

１月４日（木）に災害対策本部（令和６年能登半島地震）を立ち上げ、 

これまで 9 回開催し、被害状況や本学の対応等を共有し、その対応状況を

随時公式ウェブサイトで発信しました。  

 

２．本学の学生・教職員の被害状況の把握 

  １月２日（火）に学生・教職員に対し、安否確認を行い、現時点で負傷者

はいませんが、実家の全壊等の被害がありました。 

 

３．医療活動支援関係 

  広島大学病院から、ＤＭＡＴ（災害時派遣医療チーム）延べ３班 14 人を

派遣したほか、他の医療チームも引き続き派遣しています。 

 

【派遣状況】 

 ・DMAT（災害時派遣医療チーム） 

   

 

   

 

 

 

・JRAT（日本災害リハビリテーション支援協会）  

日程 派遣先 派遣人数 

2024/1/23～1/28 穴水町・輪島市 6 

 

 ・JMAT（日本医師会災害医療チーム）   

日程 派遣先 派遣人数 

2024/1/28～2/1 石川県内避難所 4 

 

 

日程 派遣先 派遣人数 

2024/1/11～1/18 能登中央医療圏活動拠点本部 5 

2024/1/16～1/23 能登町保健医療福祉調整本部 5 

2024/1/26～1/31 能登町保健医療福祉調整本部 4 



 ・DICT（災害時感染制御支援チーム）   

日程 派遣先 派遣人数 

2024/1/30～2/1  未定 1 

2024/2/3～2/5  未定 1 

 

・災害支援ナース  

日程 派遣先 派遣人数 

2024/1/17～1/21 石川総合スポーツセンター 2 

 

・JDAT（日本災害歯科支援チーム） 

日程 派遣先 派遣人数 

未定 未定 未定 

 

４．学生支援関係 

 ① 移動が困難になり授業に出席できないなど、修学支援が必要となった 

学生への支援 

② 被災された世帯の学生に対し、経済支援等の相談窓口を設置 

③ 被災された世帯の学生への経済支援制度等について周知 

④ 災害によるこころへの影響についての相談窓口を設置 

⑤ 被災された本学志願者に対し、入学志願者用相談窓口を設置 

⑥ 就職活動等に支障が生じた学生への相談窓口等について周知 

  

５．災害義援金募金活動 

  令和６年１月４日（木）から１月３１日（水）までに集まった募金を、本

学被災者の支援や日本赤十字社へ寄託する予定です。 

今後も継続して募金活動を行っていきます。  

 

６．その他  

大学院人間社会科学研究科の後藤秀昭（ごとうひであき）准教授、熊原

康博（くまはらやすひろ）准教授らが参画する令和 6 年能登半島地震変

動地形調査グループ（日本地理学会）は、能登半島の海岸線の変化につ

いて発表しました。 

 

 

【お問い合わせ先】 

財務・総務室総務・広報部総務グループ 

リスク担当主幹 渡邉 敏 

TEL:082-424-4419  

FAX:082-424-6020 

 



名称(略式) 組織概要

JMAT(日本医師会災害医療チーム)

被災者の生命及び健康を守り，被災地の公衆衛生を回復し，地域医療の再生を支援することを目的と

する災害医療チーム。

主に災害急性期以降における避難所・救護所等での医療や健康管理，被災地の病院・診療所への支援

(災害前からの医療の継続)等を担う。

JRAT(日本災害リハビリテーション

支援協会)

災害弱者，新たな障がい者，あるいは被災高齢者の生活不活病への予防し，自立生活を再建，復興を

めぜしていけるように，安心，安全且つ，良質なリハビリテーション支援を受けられる制度や体制の

確立を目的とする災害リハビリテーション支援チーム。

主に避難所・救護所等での環境調整による生活不活発病予防，健康支援，義肢装具の管理，日常生活

動作の支援等を担う。

DICT(災害時感染制御支援チーム)
避難施設等における感染制御活動を支援するために日本環境感染学会が主体となって感染制御の実務

経験者により編成される職能集団

DMAT(災害時派遣医療チーム)

医師，看護師，業務調整員(医師・看護師以外の医療食及び事務職員)で構成され，大規模災害や多数

傷病者が発生した事故などの現場に，急性期(おおむね48時間以内)から活動できる機動性を持った，

専門的な訓練を受けた医療チーム。

主に，広域医療搬送，域内搬送，被災病院の支援，現場活動等を担う。

災害支援ナース
看護職能団体の一員として，被災した看護職の心身の負担を軽減し支えるよう努めるとともに，被災

者が健康レベルを維持できるように，被災地で適切な医療・看護を提供する役割を担う看護職。

JDAT(日本災害歯科支援チーム)

災害発生後おおむね72時間以降に地域歯科保健医療専門職により行われる，緊急災害歯科医療や避難

所等における口腔衛生を中心とした公衆衛生活動を支援することを通じて被災者の健康を守り，地域

歯科医療の復旧を支援することを目的として，日本災害歯科保健医療連絡協議会が創設。

DPAT(災害派遣精神医療チーム)

自然災害や航空機・列車事故，犯罪事件などの集団災害の後，被災地域に入り，精神科医療および精

神保健活動の支援を行う災害派遣精神医療チーム。

主に避難所・救護所等での精神科医療の提供，医療機関等への専門的支援，支援者(地域医療従事者・

救急隊員，自治体職員等)への支援等を担う。










